
　一年間の活動を通して、関わる大人やユースサポーターも（大学生サポーターや高校生サポーター）にも様 な々気づきや
変化が生まれました。大人は普段、親、先生、専門職など何らかの「立場」をもって活動し子ども達と向き合うことが多いですが、
ＯＭＵＴＡ ＢＲＩＤＧＥの活動では、その立場から生じる役割から解放され、それぞれが一人の人として子ども達と交流を図る中

で、これまで引き出せなかった子ども達の「想い」に触れながら、自身の気づきを得ることが出来ました。ユースサポーターの中には、ＯＭＵＴＡ 
ＢＲＩＤＧＥでの活動を通して、社会との繋がりや進路について考え、次のアクションを起こすメンバーもいました。
　子どもメンバーとサポートメンバーの相互の交流の中で、想像を超えたたくさんの力や変化に触れることができました。

¥9,000

¥339,000

¥7,388,500

雑 収 入

合計

事業運営費

事業委託費

人件費
（カタリバ、WAM、キリン財団、大牟田市）

寄付金収入

助成金収入 

¥6,838,373合計

子どもが未 来
に橋をかける。

h t tps ://w w w.omu tabr idge.org/

協力団体

子ども家庭支援センター あまぎやま

│お問合せ│

OMUTA BRIDGE 事務局
〒836-0036 福岡県大牟田市小川町30番地1

E-mai l . info@omutabr idge .org

詳しくはコチラ

子どもが未 来
に橋をかける。

¥7,040,500

２０２2年度 収支報告

構成メンバー

菅原 知之
代表理事

医療法人
CLSすがはら

坂口 明夫
理事

社会福祉法人
甘木山学園

高口 恵美
理事

西南女学院大学 非常勤講師
福岡県教育委員会

坂西 信平
アドバイザー

坂西医院
内科・小児科

坂西 雄太
アドバイザー

坂西医院
内科・小児科

道園 紳行
アドバイザー

元中学校校長

豊田 庄吾
アドバイザー

元隠岐國
学習センター長

収
入
の
部

支
出
の
部

賛助会員募集
対象者

本団体の運営活動に対して
ご理解とご支援を

いただける個人および団体

会　費

3,000円／年
（5月引き落とし）

参加方法
参加用紙に必要事項を
ご記載ください

振込用紙をお渡し致します

学生会員 会費は徴収しませんが、団体活動運営に係る実務を一部担います

一般会員 本団体運営に係る実務を担います

賛助会員 本団体運営活動に対するご理解、ご支援、一部協力を頂ける個人及び団体 

¥2,374,305

¥1,640,160

¥2,823,908
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まちへ 未来へ
自分らしく 歩んでいけるように

　2022年度を無事終えることができました。これもひとえに日頃より私どもの活動へのご理解、

ご支援をいただいている皆様方のおかげです。改めてこの場を借りて心より御礼申し上げます。

　振り返りますと、事業それぞれの質的な部分がしっかりと見えてきた一年であったと思います。

関わるあらゆる大人たちが、それぞれの場において私たちが伝えたい「価値」を、私たち以上に

理解し、発揮していただいたと強く感じました。PReISや寺子屋では、専門職の皆さんが職務上

の役割とは異なる関わり方をしていただくことが、子どもたちと安心して向き合えることに繋がり

ました。またそのことが、皆さんの日々の役割にも良い影響があるとのことでした。なないろリボン

学習会では、大人たちが対話の中で自分たち一人一人の価値に気付いたり、前に進む勇気を

得たりしました。ジュニアシティメーカーでは、子どもの声に耳を傾けて想いと向き合うことで、

その可能性に触れたり、自身の学びに繋がったりしました。その影響は子どもたちにもはっきりと

現れており、PReISでは、少しずつ自分の言葉を他の参加者と共に紡ぎながら、これからの自分

を力いっぱい描いています。ジュニアシティメーカーでも、自分たちで掴んだ成果が自信にも繋

がり、自分のためだけでなく周りの人間や地域のために、という意識も豊かに育っています。

　一方、私たちの活動について改めて振り返りました。事業を行い、誰かに何かを届けたり繋い

だりしているが、本当のところはどうなのだろうかと─。私たちは「対話」というものを地域の中に

広げているのだと思い直します。家庭や学校、交流施設や地域のお祭りなどあらゆる場にお

いて、そこにいる人が自分の考えや気持ちを安心して発し、子どもも大人も関係なくその想いに

耳を傾ける。「私はこれが好きだったんだ」「あの人の考えは学びたい」─互いの想いが混じり

合い、更に新しいものが生まれる。こうした「体感」を通じて、「今日は話せてよかった」「次回は

こんなテーマで話したい」「みんなと一緒だと新しい発見があった。次はもっとチャレンジしてみ

たい」、そんな温かな気持ちが広がっていくのだと感じます。

　このまちで、多くの人々が様々な想いに触れ合い、子どもたちが夢や希望を育める、そんな

未来へ繋がることを信じて、これからも活動を進めていきたいと思います。

子どもた
ちを支援する人の

プラットホーム

なないろリボン
学習会

子どもたちを取り巻く

様々な社会環境課題を共有し

一人一人が自分に何ができるかを考える場所です。

領域を超えて繋がり

知恵や工夫をみんなで出し合うことを大切にしており

「子どもたちを地域で育てる」

そんなまちを目指します。

子どもた
ちの想いや考えを子どもた
ちの想いや考えを

発信するプログラム

ジュニアシティ
メーカー

子どもたちが地域の大人と対話しながら

様々な商品やサービスを作り販売する活動を通して

自分の想いや考えを具現化し

自らが考え決める力を育む取り組みです。

今年度も地元の企業・店舗経営者の協力を得ながら

体験学習を実施して企画開発した商品の

販売までを行いました。
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子ども
たちが安心して過ごせる
居場所作り

オンライン
寺子屋

学校や家庭とは違う空間でゆっくり誰かとお話したり

新しい好きや楽しいに出えたり

自分のペースで勉強したり…。

誰もが立ち寄れる安心安全な場所です。

寺子屋が開催されている時間は

大学生や大人が一緒に過ごしながら

関係性に縛られず過ごせる居場所を

作りあげています。

子ど
もたち自身

の生活力を高める
ワークショップ

PRe IS
（ぷれいす）

自分自身を知り上手に付き合うことや

社会生活を送る上で必要な経験

誰かに相談する力を高めることを目的としたワークショップを

取り入れながら

安心して自分の思いと向き合い話すことが出来る居場所を

子どもたちとともに作っています。

参加している子どもたちの年齢や

テーマにあったプログラムを実施しています。



対話することが

　楽しかったです。

なないろリボン学習会は、子どもたちを取り巻く社会課題への理解を深め、参加者同士の対話を通し
て他者のそして自分の気持ちと向き合いながら、一人一人が自分に何ができるのか考える場所です。
立場や役割、領域を超えて繋がり、知恵や工夫を出し合うことで、
新たな協働や取り組みが生まれています。このような関係性を紡ぎ
ながら「子どもたちの声を聴き、子どもたちを地域で育てる」そんな
まちを目指します。

参 加
の 声

者

１０月

１２月

２月

１４日（金）

１０日（土）

１８日（土）

「ＰＲｅＩＳについて」
「オンライン寺子屋」
「子どもの声を「聴く」

（話題提供／井上由紀 × 高口恵美　＊えるる） 

（話題提供／岩田柊嗣 × 横尾愛　＊てとてのたまご）

（話題提供／１８歳 高校生 × 高口恵美　＊えるる）

活 動 実 績

なないろリボン学習会
子どもたちを支援する人のプラットホーム

現代社会に生きる

子どもたちの生き辛さ

その解決策を考えることができて

よかったです。

子どもたちのメンタルヘルスの

課題はとても感じています。

教えるというよりも子ども想いを聴く、そして対等な

関係を築くことの大切さを改めて感じました。

とても勉強になりました。

ありがとうございました。

一人一人考えることが

大事だと分かりました。

このような形の

研修会は初めてでしたが

ただ聞くだけではなく

グループで話すことで気付きがあり

とても充実しました。

対話してみると

思ったより垣根は低いのかなと

感じました。

話題提供をしてくださった方に

十分なお礼が伝えられませんでしたので、この場を借りて。

お話ししてくださったことは、

今苦しんでいる子の光となると思います。

勇気を出して話してくださって、本当にありがとうございます。

お話を聞いて私が感じさせて頂いたことを、

子どもたちに、還元できたらと思います。

ありがとうございました。

いい意味で研修を

受けているという感じがせず

 リラックスして受けることができました。

また違う研修テーマでも参加して

みたいと思いました。

改めて、子どもとの面談や

家庭訪問について考えました。

またリフレクティングトークで

聞くことの大切さを感じました。

困っている子どもへの

寄り添い方について

考えました。

子どもに接する人たちでも

違う職種の方達と話せて

新鮮だった。

参加方法
団体Facebookおよび
公式LINEにて情報発信しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
リーフレットのQRコードより
参加申し込みの上、ご参加ください。

PReIS（ぷれいす）
子どもたち自身の生活力を高めるワークショップ

参加方法
クローズドのグループワークになります。
まずはメールにてご相談や
お問い合わせをお願いします。
info@omutabridge.org
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葉
に
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
に

活
動
は
大
枠
計
画
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
日
の
メ
ン
バ
ー
の
想
い
に
沿
っ

て
柔
軟
に
変
更
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
、作
業
や
社
会
資
源
の
活

用
な
ど
、生
活
ス
キ
ル
を
具
体
的
に

学
ぶ
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。み
ん

な
で
向
き
合
う
こ
と
で
、初
め
て
の

こ
と
も
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
安
心
し
て
失
敗
と
成
功
を
重
ね
、

ス
キ
ル
を
グ
ン
グ
ン
吸
収
し
自
信
に

つ
な
が
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
先
日
、メ
ン
バ
ー
と
実
施
し
た
座

談
会
で
は「
思
っ
た
こ
と
、な
ん
で
も

話
し
て
い
い
場
」「
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
場
」と
話
し
て
く
れ
た
メ

ン
バ
ー
。そ
ん
な
時
間
を
通
し
て
、ぷ

れ
い
す
の
活
動
以
外
の
場
へ
と
関
心

を
広
げ
て
い
く
メ
ン
バ
ー
の
変
化
を

感
じ
な
が
ら
、改
め
て
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
や
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
ま
だ

落
ち
着
か
な
い
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、ぷ
れ
い
す
は
感
染
予
防
に
取

り
組
み
つ
つ
、子
ど
も
た
ち
と
の
繋

が
り
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
働
き
か

け
活
動
を
継
続
し
ま
し
た
。じ
わ
り

じ
わ
り
と
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
興
味

関
心
も
広
が
る
中
、外
部
の
人
と
の

交
流
や
社
会
と
の
繋
が
り
経
験
を

す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。普
段
は
緊
張
が
強
か
っ
た
り
、初

め
て
出
会
う
人
と
の
交
流
は
苦
手

な
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
、ぷ
れ
い
す

で
は
す
ん
な
り
と
ふ
ん
わ
り
と
受

け
入
れ
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
れ
は
、そ
の
場
が
メ
ン
バ

ー
に
と
っ
て
安
心
な
場
で
あ
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。ぷ
れ
い
す
で
は
大

人
も
何
か
を
教
え
た
り
提
供
し
た

り
す
る
こ
と
は
せ
ず
、メ
ン
バ
ー
の
想

い
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と
を
折
り
重

ね
て
い
き
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ

れ
に
想
い
を
交
わ
し
な
が
ら
自
分

の
気
持
ち
と
向
き
合
い
、自
由
に
言

「P」ピア（仲間）、「Re」レジリエンス（柔軟性）、
「Ｉ」アイデア（発想）、「Ｓ」セルフエスティーム(自
己を受け入れる)の頭文字をとった「ＰＲｅＩＳ」
は、自分の力に気づく×生きる力を高めることを
目的とした、グループワーク活動を行っています。

４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

活 動 実 績

２９日
２９日
１６日
３１日
２７日
２３日
２９日
２３日
２４日
２９日
２５日
２５日

室内グランピング、心のワークショップ （＊えるる）
ピクニック、ストレスマネジメント （＊甘木公園）
社会資源利用、心のワークショップ （＊荒尾図書館）
クレープ作り、対話の時間 （＊えるる）
クッキー作り、心のワークショップ （＊えるる）
さつまいもパウンドケーキ作り、心のワークショップ （＊えるる）
社会資源利用、ストレスマネジメント （＊JRの利用、濃瀬山公園）
みたらし団子作り、心のワークショップ （＊えるる）
クリスマス会、人生ゲームで対話 （＊リビングあえる）
書初め、心のワークショップ （＊えるる）
パンケーキ作り、心のワークショップ （＊えるる）
お花見、基地づくりに込める想い （＊濃瀬山公園）

短時間で中身の濃い

内容でした。

ありがとうございました。

スタッフインタビュー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

高
口 

恵
美
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スタッフインタビュー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

菊
地
亜
由
美

参加方法
【対象者】 大牟田市内の中学生前後
まずはメールにてご相談や
お問い合わせをお願いします。
info@omutabridge.org

そ
こ
で
、大
学
生
や
専
門
職
が
安
心

で
き
る
居
場
所
を
作
り
、提
供
す
る

こ
と
が
こ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
居
場
所
支
援
で
あ
り
、寺
子
屋
の

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、寺
子
屋
の
役
割
や
雰
囲

気
を
当
事
者
目
線
で
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
、今
年
度
は
動
画
制

作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。今
後
は
、

寺
子
屋
を
よ
り
有
効
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、理
解
促
進
活
動
に

も
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
寺
子
屋
と
聞
く
と
、教
育
の
イ

メ
ー
ジ
を
抱
く
方
が
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。し
か
し
私
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
何
か
教
え
て
あ
げ
よ
う
」と
考

え
て
参
加
し
た
こ
と
な
ど
一
度
も
あ

り
ま
せ
ん
。私
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
あ
な
た
と

繋
が
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い

よ
」と
い
う
こ
と
く
ら
い
で
す
。

　
寺
子
屋
を
通
し
て
、私
た
ち
が
提

供
し
た
い
の
は
、〝
安
心
し
て
〞繋
が

れ
る
居
場
所
で
す
。特
に
、対
面
で

は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
子
ど
も
に

と
っ
て
、身
近
な
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
通
じ
た
繋
が
り
は
、ハ
ー
ド
ル

が
低
く
一
歩
が
踏
み
出
し
や
す
い
と

考
え
ま
す
。そ
の
反
面
、気
軽
に
繋

が
る
こ
と
が
で
き
る
故
の
危
険
も

ネ
ッ
ト
上
に
は
多
く
存
在
し
ま
す
。

子どもたちが地域の大人と対話しながら地元の文化に触れながら自身の想いと向き合い、商品開発
や販売活動を通して、自分達の想いを具現化し、自ら考え選択し取り組む力を育みます。本年度も大
牟田市立橘中学校の２年生を中心に、地元企業や行政、専門職、デザイナーなど多様な協力者を得
ながら実施しました。

学校や家庭とは違う空間で、ゆっくり誰かとお話したり、新しい好きや楽しいに出会え
たり、自分のペースで勉強したり…。誰もが立ち寄れる安心安全な場所です。寺子屋
が開催されている時間は、大学生や大人が一緒に過ごしながら、関係性に縛られず
過ごせる居場所を作りあげています。

オンライン寺子屋
子どもたちが安心して過ごせる居場所作り

5

毎週 月・木（１９：００～２０：３０） ※祝日を除く 〈８７回実施〉毎週 月・木（１９：００～２０：３０） ※祝日を除く 〈８７回実施〉

活 動 実 績

ジュニアシティメーカー
子どもたちの想いや考えを発信するプログラム

６月～７月

８月～３月

2年生80人を対象とした体験学習
有志メンバー15人を対象とした自主的な取り組み

活 動 実 績

専門職サポーター

井上秋田篠崎横尾

Q.ＪＣＭで思い出に残っていること
 A.

みんなの異なる意見を聴きながら
一つの商品を作る難しさを感じたけど
それぞれの意見を取り入れることで
想像を超える商品が作られた

 A.
あんなにも時間をかけて誰かの想いを
聴いたり、自分の想いを伝えたりする

経験をしたことがなかった
大変だったけどその分達成感も大きかった

 A.
自分の得意なこと苦手なことを
理解が深まり、みんなと一緒だから
苦手なことにチャレンジできたり

メンバーの得意なことを知って得意な人に
任せたりと協力することができた

参加したJCMメンバーの感想より

「完売したことや商品を作る作業が楽しかった」などの感想も聞かれたが
全体的にみんなで話を積み重ねてきた「プロセス」が思い出に残っていると話していたことが印象的だった

Q.ＪＣＭで話し合いを重ねてみて気づいたことや感じたこと
 A.

最初に自分達が考えていた商品と
全く違う商品に変化していったことがすごい

 A.
アンケートやチームのメンバー以外の意見も取り入れていくことで

自分達のアイデアが広がり変化していった

自分や他者の力に気づき、協働してそれぞれのよさを活かすことが出来たと語られていた

松本


